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(57)【要約】
【課題】圧力緩衝装置に用いられる環状部材の位置を安
定させる。
【解決手段】油圧緩衝装置１は、オイルを収容する第１
シリンダ１１と、一方側の端部が第１シリンダ１１内に
収容され、他方側の端部が第１シリンダ１１の開口部か
ら突出し、第１シリンダ１１の軸方向に移動するピスト
ンロッド２１と、ピストンロッド２１の移動によって減
衰力を発生させるピストン部１００と、を備える。そし
て、ピストン部１００は、ピストンロッド２１の移動に
伴ってオイルが流れる圧側油路３２が形成されるピスト
ンボディ３０と、ピストンボディ３０の圧側油路３２を
開閉するベースバルブ５２と、ベースバルブ５２のピス
トンボディ３０と対向する側とは逆側に設けられる環状
のリングバルブ５３と、放射状に延びてリングバルブ５
３の半径方向の位置を定める位置決部５４２を有するプ
リロードスプリング５４とを備える。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　流体を収容するシリンダと、
　一方側の端部が前記シリンダ内に収容され、他方側の端部が前記シリンダの開口部から
突出し、前記シリンダの軸方向に移動するロッドと、
　前記ロッドの移動によって減衰力を発生させる減衰力発生部と、を備え、
　前記減衰力発生部は、
　前記ロッドの移動に伴って前記流体が流れる流路が形成される流路形成部と、
　前記流路形成部の前記流路を開閉する開閉部材と、
　前記開閉部材の前記流路形成部と対向する側とは逆側に設けられる環状の環状部材と、
　放射状に延びて前記環状部材の半径方向の位置を定める位置決部を有する突出部材と、
を有する圧力緩衝装置。
【請求項２】
　前記突出部材は、放射状に延びて前記環状部材を前記開閉部材に向けて押し付ける押付
部を有する請求項１に記載の圧力緩衝装置。
【請求項３】
　前記位置決部の半径方向の突出長は、前記押付部の半径方向の突出長よりも短い請求項
２に記載の圧力緩衝装置。
【請求項４】
　前記流路形成部は、軸方向における一方側から他方側に向けた前記流体の流れを形成す
る第１流路部と、前記他方側から前記一方側に向けた前記液体の流れを形成する第２流路
部とを有し、
　前記開閉部材は、前記流路形成部の前記他方側に設けられ、前記第１流路部の前記他方
側を開閉するとともに、前記第２流路部の他方側を開放する開放部を有する請求項１に記
載の圧力緩衝装置。
【請求項５】
　ロッドのシリンダに対する相対的な移動に伴って減衰力を発生させる圧力緩衝装置に用
いられる環状部材に対向して設けられる弾性部材であって、
　前記ロッドが貫通する貫通孔を有する環状部と、
　前記環状部から放射状に延びて形成される複数の第１突出部と、
　前記環状部から放射状に延びるとともに、前記第１突出部よりも半径方向の突出長さが
短く形成される第２突出部と、
を備える弾性部材。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、圧力緩衝装置および弾性部材に関する。
【背景技術】
【０００２】
　流体を用いて減衰力を発生させ緩衝を行う圧力緩衝装置が知られている。例えば、特許
文献１には、ポートが形成されるバルブディスクと、複数の環状リーフを積層して構成さ
れるとともにバルブディスクに内周側を固定端として積層されてポートを開閉するリーフ
バルブと、外周が厚肉とされて環状リーフの間に介装されリーフバルブに初期撓みを与え
る附勢部材とを備えたバルブ構造において、附勢部材は、薄肉小径の内周環と、内周環の
外径より大きな内径を持つ厚肉の外周環と、内周環と外周環とを繋ぐ少なくとも一つ以上
の薄肉の腕とを備えてなる圧力緩衝装置の技術が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００８－２４８９５６号公報
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、環状に形成される環状部材を備える場合に、環状部材の位置決めを行う必要
がある。この場合において、例えば環状部材を、環状部材に対向する他の部材に接合する
ことが考えられる。しかしながら、例えば環状部材と他の部材との接合が外れて、環状部
材の位置がずれてしまうおそれがあった。
【０００５】
　本発明は、圧力緩衝装置に用いられる環状部材の位置を安定させることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　かかる目的のもと、本発明は、流体を収容するシリンダと、一方側の端部が前記シリン
ダ内に収容され、他方側の端部が前記シリンダの開口部から突出し、前記シリンダの軸方
向に移動するロッドと、前記ロッドの移動によって減衰力を発生させる減衰力発生部と、
を備え、前記減衰力発生部は、前記ロッドの移動に伴って前記流体が流れる流路が形成さ
れる流路形成部と、前記流路形成部の前記流路を開閉する開閉部材と、前記開閉部材の前
記流路形成部と対向する側とは逆側に設けられる環状の環状部材と、放射状に延びて前記
環状部材の半径方向の位置を定める位置決部を有する突出部材とを有する圧力緩衝装置で
ある。
　本構成により、放射状に延びる突出部材によって、環状部材の位置を安定させることが
できる。
　また、かかる目的のもと、本発明は、ロッドのシリンダに対する相対的な移動に伴って
減衰力を発生させる圧力緩衝装置に用いられる環状部材に対向して設けられる弾性部材で
あって、前記ロッドが貫通する貫通孔を有する環状部と、前記環状部から放射状に延びて
形成される複数の第１突出部と、前記環状部から放射状に延びるとともに、前記第１突出
部よりも半径方向の突出長さが短く形成される第２突出部と、を備える弾性部材である。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、圧力緩衝装置に用いられる環状部材の位置を安定させることができる
。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】第１実施形態の油圧緩衝装置の全体構成図である。
【図２】第１実施形態のピストンボディを示す図である。
【図３】第１実施形態の圧側バルブ群の説明図である。
【図４】第１実施形態のプリロードスプリングの説明図である。
【図５】（Ａ）～（Ｃ）は、第１実施形態のプリロードスプリングが組み付けられた状態
を示す図である。
【図６】（Ａ）および（Ｂ）は、第１実施形態の油圧緩衝装置のピストン部におけるオイ
ルの流れを示す図である。
【図７】変形例１のピストン部の全体図である。
【図８】変形例２の圧側バルブ群の分解斜視図である。
【図９】（Ａ）および（Ｂ）は、変形例３の油圧緩衝装置の説明図である。
【図１０】第２実施形態の油圧緩衝装置の説明図である。
【図１１】第３実施形態の油圧緩衝装置の全体図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、添付図面を参照して、本発明の実施形態について詳細に説明する。
＜第１実施形態＞
　図１は、第１実施形態の油圧緩衝装置１の全体構成図である。
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　なお、以下の説明において、図１に示す油圧緩衝装置１の長手方向を「軸方向」と称す
る。また、軸方向において、油圧緩衝装置１の下側を「一方側」と称し、油圧緩衝装置１
の上側を「他方側」と称して説明を行う。また、図１に示す油圧緩衝装置１の左右方向を
「半径方向」と称し、中心軸側を「内側」、中心軸に対して離れる側を「外側」と称する
。
【００１０】
［油圧緩衝装置１の構成］
　まず、第１実施形態の油圧緩衝装置１の構成について説明する。
　図１に示すように、第１実施形態の油圧緩衝装置１は、オイルを収容する第１シリンダ
１１と、第２シリンダ１２と、一部が第１シリンダ１１の内部に入り、軸方向に移動可能
なピストンロッド２１と、ピストンロッド２１に固定され、第１シリンダ１１の内側を移
動するピストン部１００と、第１シリンダ１１の一方側の底部に設けられたボトムバルブ
部６０を有する。
【００１１】
〔第１シリンダ１１および第２シリンダ１２の構成〕
　図１に示すように、油圧緩衝装置１は、半径方向の内側から外側に向けて順に第１シリ
ンダ１１と第２シリンダ１２とを備える、いわゆる二重管の構造である。
　第１シリンダ１１の一方側の端部（底部）は、ボトムバルブ部６０によって塞がれてい
る。また、第２シリンダ１２の一方側の端部は底蓋１３によって塞がれている。一方、第
１シリンダ１１および第２シリンダ１２の他方側の端部（上部）は、ロッドガイド１４、
オイルシール１５およびキャップ１６によって、ピストンロッド２１が通過可能に塞がれ
ている。また、第１シリンダ１１と第２シリンダ１２との間には、円筒状の空間であるリ
ザーバ室Ｒが形成されている。リザーバ室Ｒには、オイルが収容されているとともに、リ
ザーバ室Ｒの他方側にはガスが封入されている。
【００１２】
〔ピストンロッド２１の構成〕
　ピストンロッド２１は、一方側における一部が第１シリンダ１１の内部に入り、他方側
における残りの一部が第１シリンダ１１の外部に露出し、軸方向に沿って移動可能とされ
ている。また、ピストンロッド２１は、一方側の端部にピストン部１００を備えている。
そして、ピストンロッド２１とピストン部１００とは、軸方向に一体的に移動する。また
、ピストン部１００は、シリンダの内周面に沿って軸方向に移動可能に設けられている。
【００１３】
〔ピストン部１００の構成〕
　ピストン部１００は、軸方向に貫通する複数の油路（後述）が形成されたピストンボデ
ィ３０と、ピストンボディ３０の一方側に設けられた伸側バルブ群４０と、ピストンボデ
ィ３０の他方側に設けられた圧側バルブ群５０と、伸側バルブ群４０の一方側に設けられ
る伸側バルブストッパ１１０と、圧側バルブ群５０の他方側に設けられる圧側バルブスト
ッパ１２０とを備えている。
　そして、ピストン部１００は、第１シリンダ１１の内側の空間を、軸方向における一方
側（図１の下側）の空間である第１油室Ｙ１と、軸方向における他方側（図１の上側）の
空間である第２油室Ｙ２とに区画している。
【００１４】
〔ボトムバルブ部６０の構成〕
　ボトムバルブ部６０は、軸方向に貫通する複数の圧側ボトム油路６１１および圧側ボト
ム油路６１１よりも半径方向外側にて軸方向に貫通する複数の伸側ボトム油路６１２を有
するバルブボディ６１と、バルブボディ６１の一方側に設けられる圧側ボトムバルブ６２
１と、バルブボディ６１の他方側に設けられる伸側ボトムバルブ６２２とを備える。また
、伸側ボトムバルブ６２２は、半径方向において圧側ボトム油路６１１に対応する位置に
油孔６２２Ｒを有する。
　そして、ボトムバルブ部６０は、油圧緩衝装置１の一方側の端部に設けられて、第１油
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室Ｙ１とリザーバ室Ｒとを区分する。
【００１５】
　続いて、ピストン部１００（ピストンボディ３０、伸側バルブ群４０、圧側バルブ群５
０）について詳細に説明する。
　図２は、第１実施形態のピストンボディ３０の断面図である。
　図３は、第１実施形態の圧側バルブ群５０の説明図である。
【００１６】
　図１および図２に示すように、油圧緩衝装置１（圧力緩衝装置）は、オイル（流体）を
収容する第１シリンダ１１（シリンダ）と、一方側の端部が第１シリンダ１１内に収容さ
れ、他方側の端部が第１シリンダ１１の開口部から突出し、第１シリンダ１１の軸方向に
移動するピストンロッド２１（ロッド）と、ピストンロッド２１の移動によって減衰力を
発生させるピストン部１００（減衰力発生部）と、を備える。そして、ピストン部１００
は、ピストンロッド２１の移動に伴ってオイルが流れる圧側油路３２（流路）が形成され
るピストンボディ３０（流路形成部）と、ピストンボディ３０の圧側油路３２を開閉する
ベースバルブ５２（開閉部材）と、ベースバルブ５２のピストンボディ３０と対向する側
とは逆側に設けられる環状のリングバルブ５３（環状部材）と、放射状に延びてリングバ
ルブ５３の半径方向の位置を定める位置決部５４２（位置決部）を有するプリロードスプ
リング５４（突出部材）とを備える。
　以下で、各構成部について詳述する。
【００１７】
（ピストンボディ３０の構成）
　図２に示すように、ピストンボディ３０は、軸方向に延びる貫通孔３１と、ピストンボ
ディ３０内にて軸方向に沿って形成される圧側油路３２と、ピストンボディ３０内にて軸
方向に沿って形成される伸側油路３３と、半径方向の外側に設けられるピストンリング３
４とを有する。
【００１８】
　貫通孔３１は、略円筒状に形成された孔である。そして、貫通孔３１には、ピストンロ
ッド２１の一方側取付部２１ａが挿入される。
【００１９】
　圧側油路３２は、一方側の第１油室Ｙ１に向けて開口する圧側第１油路口３２１と、他
方側の第２油室Ｙ２に向けて開口する圧側第２油路口３２２とを有する。そして、圧側油
路３２は、本実施形態では、後述する圧縮行程時にて第１油室Ｙ１から第２油室Ｙ２に向
かうオイルの流れの経路を形成する。なお、本実施の形態では、圧側油路３２は、ピスト
ンボディ３０の周方向において略等間隔に複数箇所（本実施形態では８箇所）に設けられ
る。
【００２０】
　伸側油路３３は、一方側の第１油室Ｙ１に向けて開口する伸側第１油路口３３１と、他
方側の第２油室Ｙ２に向けて開口する伸側第２油路口３３２とを有する。そして、伸側第
１油路口３３１は、後述する伸張行程時にて第２油室Ｙ２から第１油室Ｙ１に向かうオイ
ルの流れの経路を形成する。なお、本実施形態では、伸側油路３３は、ピストンボディ３
０の周方向において略等間隔に複数箇所（本実施形態では８箇所）に設けられる。
【００２１】
　ピストンリング３４は、ピストンボディ３０の外周に設けられる。また、ピストンリン
グ３４は、第１シリンダ１１の内周面にスライド可能に接触して設けられる。そして、ピ
ストンリング３４は、第１シリンダ１１との間の摩擦抵抗を低減する。
【００２２】
（伸側バルブ群４０）
　図２に示すように、伸側バルブ群４０は、外周においてオリフィス４１Ｓを有する伸側
スリットバルブ４１と、伸側スリットバルブ４１の一方側に設けられる複数の伸側減衰バ
ルブ４２と、複数の伸側減衰バルブ４２の一方側に設けられる伸側第１バルブシート４３
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と、伸側第１バルブシート４３の一方側に設けられる伸側第２バルブシート４４とを有す
る。そして、伸側第１バルブシート４３、および伸側第２バルブシート４４は、伸側減衰
バルブ４２が変形する際の撓みの支点として作用する。
【００２３】
（圧側バルブ群５０）
　図２および図３に示すように、圧側バルブ群５０は、圧側スリットバルブ５１と、圧側
スリットバルブ５１の他方側に設けられるベースバルブ５２と、ベースバルブ５２の他方
側に設けられるリングバルブ５３と、リングバルブ５３の他方側に設けられるプリロード
スプリング５４と、プリロードスプリング５４の他方側に設けられる圧側第１バルブシー
ト５５と、圧側第１バルブシート５５の他方側に設けられる圧側第２バルブシート５６と
を有する。
【００２４】
　図３に示すように、圧側スリットバルブ５１は、ピストンロッド２１の一方側取付部２
１ａ（図２参照）を通す貫通孔５１Ｈを有する円盤状の金属部材である。また、圧側スリ
ットバルブ５１は、油孔５１１と覆部５１２とをする。
　油孔５１１は、圧側スリットバルブ５１の周方向において複数箇所（本実施形態では３
箇所）に形成される。ここで、第１実施形態のピストンボディ３０は、第１油室Ｙ１から
第２油室Ｙ２に向けたオイルの流れを形成する圧側油路３２（第１流路部）と、第２油室
Ｙ２から第１油室Ｙ１に向けたオイルの流れを形成する伸側油路３３（第２流路部）とを
有する。そして、油孔５１１は、それぞれ、伸側油路３３の伸側第２油路口３３２に対向
する位置に形成される（図２参照）。すなわち、油孔５１１（開放部）は、伸側第２油路
口３３２（伸側油路３３の他方側）を常に開放する。
　一方、覆部５１２は、圧側スリットバルブ５１の半径方向において油孔５１１の外側に
て、環状に形成される部分である。また、覆部５１２は、圧側油路３２の圧側第２油路口
３２２に対向する位置に形成される。そして、覆部５１２は、圧側第２油路口３２２にお
けるオイルの流れに応じて、圧側第２油路口３２２を開閉する。
【００２５】
　さらに、圧側スリットバルブ５１は、外周においてオリフィス５１Ｓを有する。オリフ
ィス５１Ｓは、覆部５１２の一部において、切り欠き状に形成される。そして、オリフィ
ス５１Ｓは、圧側油路３２の圧側第２油路口３２２に対向するように形成される（図２参
照）。
【００２６】
　ベースバルブ５２は、ピストンロッド２１の一方側取付部２１ａ（図２参照）を通す貫
通孔５２Ｈを有する円盤状の金属部材である。また、ベースバルブ５２は、油孔５２１と
覆部５２２とをする。
　また、油孔５２１は、ベースバルブ５２の周方向において複数箇所（本実施形態では３
箇所）に形成される。そして、油孔５２１は、それぞれ、伸側油路３３の伸側第２油路口
３３２に対向する位置に形成される（図２参照）。すなわち、油孔５２１は、圧側スリッ
トバルブ５１の油孔５１１を間に挟んで、伸側第２油路口３３２を常に開放する。
　一方、覆部５２２は、ベースバルブ５２の半径方向において油孔５２１の外側にて、環
状に形成される部分である。また、覆部５２２は、圧側油路３２の圧側第２油路口３２２
に対向する位置に形成される。そして、覆部５２２は、圧側第２油路口３２２におけるオ
イルの流れに応じて、圧側スリットバルブ５１とともに圧側第２油路口３２２を開閉する
。
【００２７】
　リングバルブ５３は、半径方向の内側に開口部５３Ｎを有して環状に形成される金属部
材である。リングバルブ５３の外径は、ベースバルブ５２の外径と略同等に形成される。
また、リングバルブ５３の内径は、ベースバルブ５２の油孔５２１の半径方向外側の縁よ
りも大きくなるようにしている。つまり、リングバルブ５３は、ベースバルブ５２の油孔
５２１を塞がないようになっている。
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【００２８】
　プリロードスプリング５４は、ピストンロッド２１の一方側取付部２１ａ（図２参照）
を通す貫通孔５４Ｈを有する円盤状の金属部材である。そして、プリロードスプリング５
４は、弾性力を有する弾性部材である。また、プリロードスプリング５４は、半径方向の
内側に設けられ貫通孔５４Ｈが形成される環状部５４０と、環状部５４０に対して半径方
向の外側に形成される複数（本実施形態では５つ）の押付部５４１と、環状部５４０に対
して半径方向の外側に形成される複数（本実施形態では５つ）の位置決部５４２とを有し
ている。
　なお、プリロードスプリング５４については、後述の図４および図５を参照しながら詳
細に説明する。
【００２９】
　圧側第１バルブシート５５は、ピストンロッド２１の一方側取付部２１ａを通す貫通孔
５５Ｈを有する環状の金属部材である。圧側第１バルブシート５５の外径は、圧側スリッ
トバルブ５１やベースバルブ５２よりも小さい。そして、本実施形態では、圧側第１バル
ブシート５５は、圧側スリットバルブ５１やベースバルブ５２が変形する際の空間を形成
するとともに、圧側スリットバルブ５１やベースバルブ５２が変形する際の撓みの支点と
しても機能する。
【００３０】
　圧側第２バルブシート５６は、ピストンロッド２１の一方側取付部２１ａを通す貫通孔
５６Ｈを有する環状の金属部材である。圧側第２バルブシート５６の外径は、圧側第１バ
ルブシート５５よりも小さい。そして、本実施形態では、圧側第２バルブシート５６は、
圧側第１バルブシート５５、圧側スリットバルブ５１およびベースバルブ５２が変形する
際の空間を形成するとともに、圧側第１バルブシート５５、圧側スリットバルブ５１およ
びベースバルブ５２が変形する際の撓みの支点としても機能する。
【００３１】
（伸側バルブストッパ１１０、圧側バルブストッパ１２０）
　図２に示すように、伸側バルブストッパ１１０は、中央部にピストンロッド２１を通す
とともに、伸側減衰バルブ４２よりも小さく形成され、伸側減衰バルブ４２が伸側バルブ
ストッパ１１０よりも一方側に変形することを抑制する。
　圧側バルブストッパ１２０は、中央部にピストンロッド２１を通すとともに、圧側スリ
ットバルブ５１、ベースバルブ５２のそれぞれ同程度の外径に形成され、圧側スリットバ
ルブ５１およびベースバルブ５２が圧側バルブストッパ１２０よりも一方側に変形するこ
とを抑制する。また、圧側バルブストッパ１２０は、複数の油路１２２を有している。油
路１２２は、本実施形態では、伸側油路３３の伸側第２油路口３３２に対向する位置に設
けられる。
【００３２】
－プリロードスプリング５４－
　図４は、第１実施形態のプリロードスプリング５４の説明図である。
　図５は、第１実施形態のプリロードスプリング５４が組み付けられた状態を示す図であ
る。
【００３３】
　図４に示すように、環状部５４０の外径は、リングバルブ５３の内径よりも小さく形成
される。さらに、本実施形態では、環状部５４０の外径は、半径方向において、ベースバ
ルブ５２の油孔５２１よりも内側になるように形成される。
　図４に示すように、押付部５４１は、半径方向において外側に向けて突出するように形
成される。つまり、押付部５４１は、放射状に延びて形成される。また、本実施形態では
、
複数の押付部５４１は、周方向において略等間隔に配置されている。また、各々の押付部
５４１の概形は、略矩形状に形成されている。つまり、押付部５４１は、半径方向に沿っ
て幅が略等しく形成される。また、押付部５４１の端部５４１Ｐは、略直線状に形成され
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る。
【００３４】
　そして、図５（Ａ）および図５（Ｂ）に示すように、各押付部５４１の端部５４１Ｐは
、リングバルブ５３の開口部５３Ｎよりも外側に位置する。そのため、プリロードスプリ
ング５４が組み付けられた状態で、複数の押付部５４１は、リングバルブ５３の他方側に
おいて、リングバルブ５３と重なるように位置する。また、図５（Ｂ）に示すように、プ
リロードスプリング５４は、半径方向の内側の環状部５４０にて、ベースバルブ５２と圧
側第１バルブシート５５とによって挟み込まれている。従って、プリロードスプリング５
４は、複数の押付部５４１によりリングバルブ５３を一方側に向けて押し付ける。
【００３５】
　特に、プリロードスプリング５４は、上述のとおり環状部５４０が一方側に位置するベ
ースバルブ５２に押さえ付けられている。一方で、押付部５４１は、端部５４１Ｐ側が、
ベースバルブ５２よりも他方側に突出するリングバルブ５３に掛かっている。そのため、
押付部５４１は、撓んだ状態でリングバルブ５３に接触する。従って、プリロードスプリ
ング５４は、押付部５４１の弾性力（復元力）によって、ベースバルブ５２が後述するよ
うに変形する前の状態であっても、リングバルブ５３を介してベースバルブ５２をピスト
ンボディ３０に押し付ける力（負荷）を加える。
【００３６】
　なお、本実施形態では、押付部５４１を５つ設ける構成としているが、押付部５４１の
数は、この例に限定されない。押付部５４１によって一方側に向けてリングバルブ５３を
押し付けられれば良く、例えば２つ以上設けることが好ましい。
【００３７】
　図４に示すように、位置決部５４２は、半径方向において外側に向けて突出するように
形成される。つまり、位置決部５４２は、放射状に延びて形成される。また、本実施形態
では、複数の位置決部５４２は、周方向において略等間隔に配置されている。そして、位
置決部５４２は、隣り合う２つの押付部５４１の間に配置される。すなわち、本実施形態
では、押付部５４１および位置決部５４２は、周方向において交互に配置される。
【００３８】
　また、本実施形態では、位置決部５４２は、半径方向の外側に向かうに従って、幅が狭
まるように略テーパ状に形成される。位置決部５４２の端部５４２Ｐは、略半円形状に形
成される。
【００３９】
　図５（Ａ）および図５（Ｃ）に示すように、半径方向の外側の端部５４２Ｐは、リング
バルブ５３の開口部５３Ｎの内径と略同じに形成される。つまり、位置決部５４２の半径
方向の突出長さは、押付部５４１の半径方向の突出長さよりも短く形成されている。その
ため、位置決部５４２の端部５４２Ｐは、リングバルブ５３の開口部５３Ｎの内周に接触
する。
　また、図５（Ｃ）に示すように、本実施形態の位置決部５４２の厚さＷ１は、リングバ
ルブ５３の厚さＷ２よりも大きく形成される。
【００４０】
　そして、図５（Ａ）および図５（Ｃ）に示すように、プリロードスプリング５４が組み
付けられた状態で、複数の位置決部５４２は、リングバルブ５３と略同一平面上に位置す
る。具体的には、位置決部５４２は、ベースバルブ５２の他方側にて、リングバルブ５３
と略同じ高さ位置に配置される。ここで、プリロードスプリング５４自体は、内側にてピ
ストンロッド２１により半径方向の位置が定められている。従って、プリロードスプリン
グ５４は、複数の位置決部５４２によって、リングバルブ５３の半径方向における位置を
定める。
【００４１】
　また、図４に示すように、放射状に延びて形成される押付部５４１および位置決部５４
２は、ベースバルブ５２の油孔５２１に対して部分的には重なるものの、全体としては油
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孔５２１を開放する。そして、プリロードスプリング５４は、ベースバルブ５２の油孔５
２１におけるオイルの流れを常に可能にする。
【００４２】
　なお、本実施形態では、位置決部５４２を５つ設ける構成としているが、位置決部５４
２の数は、この例に限定されない。位置決部５４２によってリングバルブ５３の半径方向
における位置決めができれば良く、例えば３つ以上設けることが好ましい。
　また、図５（Ｃ）に示す本実施形態の位置決部５４２の厚さＷ１は、リングバルブ５３
の厚さＷ２と同じでも良く、また、リングバルブ５３の厚さＷ２よりも小さくしても構わ
ない。
　さらに、位置決部５４２とリングバルブ５３の内径（開口部５３Ｎ）との間に、若干の
隙間を有していても構わない。
【００４３】
〔油圧緩衝装置１の動作〕
　次に、第１実施形態の油圧緩衝装置１の動作について説明する。
　図６は、第１実施形態の油圧緩衝装置１のピストン部１００におけるオイルの流れを示
す図である。なお、図６（Ａ）は伸張行程時におけるオイルの流れを示し、図６（Ｂ）は
圧縮行程時におけるオイルの流れを示す。
【００４４】
（伸張行程時）
　油圧緩衝装置１の伸張行程時においては、ピストンロッド２１が第１シリンダ１１に対
して軸方向の他方側（図６の上側）へ移動する。ピストンロッド２１が移動すると、第２
油室Ｙ２のオイルが圧縮され、第１油室Ｙ１が負圧となる。
【００４５】
　このとき、ピストンロッド２１の移動速度が極めて小さい所謂微低速の場合、第２油室
Ｙ２のオイルは、圧側バルブストッパ１２０の油路１２２、ベースバルブ５２の油孔５２
１、および圧側スリットバルブ５１の油孔５１１を流れ、ピストンボディ３０の伸側油路
３３に流れ込む。そして、伸側油路３３に流れたオイルは、伸側第１油路口３３１から伸
側スリットバルブ４１のオリフィス４１Ｓを流れ、第１油室Ｙ１に流れ出る（図６（Ａ）
中に破線で示す矢印）。
【００４６】
　また、ピストンロッド２１の移動速度が比較的大きい場合、第２油室Ｙ２のオイルは、
同様に、ピストンボディ３０の伸側油路３３に流れ込む。そして、伸側油路３３に流れた
オイルは、伸側第１油路口３３１を閉塞する伸側減衰バルブ４２を開きながら、第１油室
Ｙ１に流れ出る（図６（Ａ）中に実線で示す矢印）。
【００４７】
　さらに、図１に示すように、リザーバ室Ｒ内のオイルは、バルブボディ６１の伸側ボト
ム油路６１２を閉塞する伸側ボトムバルブ６２２を開いて第１油室Ｙ１内に流入する。
【００４８】
（圧縮行程時）
　油圧緩衝装置１の圧縮行程時においては、ピストンロッド２１が第１シリンダ１１に対
して軸方向の一方側（図６の下側）へ移動する。ピストンロッド２１に固定されたピスト
ン部１００は、第１油室Ｙ１内のオイルを圧縮し、第１油室Ｙ１の圧力を上昇させる。
【００４９】
　このとき、ピストンロッド２１の移動速度が極めて小さい所謂微低速の場合、第１油室
Ｙ１のオイルは、ピストンボディ３０の圧側油路３２に流れ込む。そして、圧側油路３２
に流れたオイルは、圧側第２油路口３２２から圧側スリットバルブ５１のオリフィス５１
Ｓを流れ、第２油室Ｙ２に流れ出る（図６（Ｂ）中に破線で示す矢印）。
【００５０】
　また、ピストンロッド２１の移動速度が比較的大きい場合、圧側油路３２に流れたオイ
ルは、圧側第２油路口３２２を閉塞するベースバルブ５２を開きながら、第２油室Ｙ２に



(10) JP 2017-2968 A 2017.1.5

10

20

30

40

50

流れ出る（図６（Ｂ）中に実線で示す矢印）。
【００５１】
　また、図１に示すように、ボトムバルブ部６０において、第１油室Ｙ１のオイルは、伸
側ボトムバルブ６２２の油孔６２２Ｒを流れ、圧側ボトム油路６１１に流れ込む。さらに
、圧側ボトム油路６１１のオイルは、圧側ボトム油路６１１を閉塞する圧側ボトムバルブ
６２１を開き、第１油室Ｙ１からリザーバ室Ｒに流れ出る。
【００５２】
　そして、第１実施形態では、圧縮行程時にベースバルブ５２が変形し、その後に伸張行
程に移行する際に、プリロードスプリング５４がベースバルブ５２を一方側に向けて直ぐ
に変位させて、ベースバルブ５２が圧側油路３２を塞ぐ。これによって、第１実施形態の
油圧緩衝装置１は、油圧緩衝装置１の圧縮行程から伸張行程への切り替えの準備、さらに
は、さらにその次の圧縮行程への切り替えの準備を即座に行うことができる。
　そして、本実施の形態では、プリロードスプリング５４が、リングバルブ５３の半径方
向の位置を定める。これによって、油圧緩衝装置１の使用が長期経過しても、リングバル
ブ５３の半径方向における位置が安定して定まることになる。
【００５３】
＜変形例１＞
　図７は、変形例１のピストン部１００の全体図である。
　続いて、変形例１のピストン部１００について説明する。なお、変形例１において、第
１実施形態と同様の構成については、同一の符号を付してその詳細な説明を省略する。
【００５４】
　図７に示すように、変形例１の油圧緩衝装置１は、第１実施形態の伸側バルブ群４０に
代えて、伸側バルブ群７０を有している。
【００５５】
（伸側バルブ群７０）
　伸側バルブ群７０は、ベースバルブ７２と、ベースバルブ７２の一方側に設けられるリ
ングバルブ７３と、リングバルブ７３の一方側に設けられるプリロードスプリング７４と
、プリロードスプリング７４の一方側に設けられる伸側第１バルブシート４３と、伸側第
１バルブシート４３の一方側に設けられる伸側第２バルブシート４４とを有する。
【００５６】
　変形例１のベースバルブ７２、リングバルブ７３およびプリロードスプリング７４の基
本構成は、それぞれ第１実施形態のベースバルブ５２、リングバルブ５３、プリロードス
プリング５４と同様である。
　ベースバルブ７２は、ピストンロッド２１の一方側取付部２１ａ（図２参照）を通す貫
通孔７２Ｈを有する円盤状の金属部材である。そして、ベースバルブ７２は、油孔７２１
を有する。油孔７２１は、伸側油路３３に対向する位置に形成されるとともに、伸側油路
３３の幅（流路断面積）よりも小さく形成される。
【００５７】
　リングバルブ７３は、開口部７３Ｎを有している。開口部７３Ｎは、油孔７２１を塞が
ないように形成されている。
　プリロードスプリング７４は、放射状に伸びる複数の押付部７４１と、放射状に伸びる
複数の位置決部７４２とを有している。そして、プリロードスプリング７４は、押付部７
４１により、リングバルブ７３を介して、ベースバルブ７２をピストンボディ３０の一方
側に向けて押し付ける。また、プリロードスプリング７４は、位置決部７４２により、リ
ングバルブ７３の半径方向における位置を定める。
【００５８】
　以上のように構成される変形例１のピストン部１００において、圧縮行程時においては
圧側バルブ群５０によって減衰力が発生する。また、伸張行程時には、伸側バルブ群７０
において減衰力が発生する。特に、ベースバルブ７２では、伸側油路３３に対向する位置
にベースバルブ７２の油孔７２１が設けられている。従って、伸側油路３３に流れたオイ
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ルは、ベースバルブ７２の油孔７２１を流れる。ただし、油孔７２１が許容する以上のオ
イルが流れようとした場合に、ベースバルブ７２が変形して、伸側油路３３を開放する。
このように、変形例１のピストン部１００では、ベースバルブ７２に設けられる油孔７２
１によって、発生させる減衰力に特性をもたせている。
【００５９】
　そして、変形例１では、プリロードスプリング７４は、押付部７４１によって、ベース
バルブ７２が変形して伸側油路３３を開放する際のベースバルブ７２の開き易さを調整す
る。すなわち、プリロードスプリング７４の押付部７４１は、伸張行程時の初期（いわゆ
る減衰力の立ち上がり時）における減衰力を調整する。また、プリロードスプリング７４
は、位置決部７４２によって、リングバルブ７３の半径方向における位置を定める。
【００６０】
　なお、例えば変形例１のプリロードスプリング７４において、複数の押付部７４１の形
状をそれぞれ異ならせても構わない。同様に、例えば、変形例１のプリロードスプリング
７４において、複数の押付部７４１の幅をそれぞれ異ならせても良い。これによって、例
えばプリロードスプリング７４によって、ベースバルブ７２がオイルによって変形しよう
とする際に、周方向に変化を持たせることで、発生させる減衰力に特性をもたせている。
【００６１】
＜変形例２＞
　図８は、変形例２の圧側バルブ群３５０の分解斜視図である。
　続いて、変形例２のピストン部１００について説明する。なお、変形例２において、第
１実施形態と同様の構成については、同一の符号を付してその詳細な説明を省略する。
【００６２】
　図８に示すように、変形例２の油圧緩衝装置１は、第１実施形態のリングバルブ５３に
代えて、リングバルブ８３を有し、また、第１実施形態のプリロードスプリング５４に代
えて、第２プリロードスプリング８１および位置決リング８２を有している。
【００６３】
　リングバルブ８３は、開口部８３Ｎを有する金属部材である。開口部８３Ｎは、ベース
バルブ５２の油孔５２１を塞がないように形成されている。また、リングバルブ８３の厚
みは、第２プリロードスプリング８１および位置決リング８２を重ねた厚さよりも大きく
形成されている。
【００６４】
　第２プリロードスプリング８１は、ピストンロッド２１の一方側取付部２１ａ（図２参
照）を通す貫通孔８１Ｈを有する円盤状の金属部材である。また、第２プリロードスプリ
ング８１は、放射状に伸びる複数（変形例２では５つ）の押付部８１１を有している。そ
して、第２プリロードスプリング８１は、押付部８１１によって、リングバルブ８３をベ
ースバルブ５２に向けて押し付ける。
【００６５】
　位置決リング８２は、ピストンロッド２１の一方側取付部２１ａ（図２参照）を通す貫
通孔８２Ｈを有する円盤状の金属部材である。また、位置決リング８２は、放射状に伸び
る複数（変形例２では５つ）の位置決部８２１を有している。そして、位置決リング８２
は、位置決部８２１によって、半径方向におけるリングバルブ８３の位置を定める。
【００６６】
＜変形例３＞
　図９は、変形例３のピストン部１００の説明図である。
　続いて、変形例３のピストン部１００について説明する。なお、変形例３において、第
１実施形態と同様の構成については、同一の符号を付してその詳細な説明を省略する。
【００６７】
　変形例３の第３プリロードスプリング８４は、環状部５４０と、環状部５４０の半径方
向の外側に形成される押付位置決部８４１とを有している。
　押付位置決部８４１は、半径方向において突出するように形成される。つまり、押付位
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置決部８４１は、放射状に延びて形成される。また、押付位置決部８４１は、周方向にお
いて略等間隔に複数（この例では５本）設けられている。そして、押付位置決部８４１の
全長は、リングバルブ５３の開口部５３Ｎよりも長く形成される。
　また、押付位置決部８４１は、段差部８４１Ｌを有している。段差部８４１Ｌは、リン
グバルブ５３の開口部５３Ｎ（内周）に接触する位置に形成される。そして、押付位置決
部８４１は、段差部８４１Ｌによってリングバルブ５３の半径方向における位置を定める
。
【００６８】
　以上のように、変形例３の第３プリロードスプリング８４は、全体としてリングバルブ
５３をベースバルブ５２に向けて押し付けるとともに、段差部８４１Ｌによりリングバル
ブ５３の半径方向の位置を定める。つまり、変形例３の第３プリロードスプリング８４で
は、例えば第１実施形態のプリロードスプリング５４の押付部５４１および位置決部５４
２を、単一の押付位置決部８４１が兼用するように構成されている。
【００６９】
　なお、第３プリロードスプリング８４において、例えば半径方向において押付位置決部
８４１の厚みが略同じであり、押付位置決部８４１が折り曲げられることで、リングバル
ブ５３の内周に接触する段差部を形成するようにしても構わない。
【００７０】
＜第２実施形態＞
　図１０は、第２実施形態の油圧緩衝装置１の説明図である。
　続いて、第２実施形態の油圧緩衝装置１について説明する。なお、第２実施形態におい
て、第１実施形態と同様の構成については、同一の符号を付してその詳細な説明を省略す
る。
【００７１】
　まず、第２実施形態の油圧緩衝装置１の概略を説明する。
　図１および図１０に示すように、第２実施形態の油圧緩衝装置１（圧力緩衝装置）は、
オイル（流体）を収容する第１シリンダ１１（シリンダ）と、一方側の端部が第１シリン
ダ１１内に収容され、他方側の端部が第１シリンダ１１の開口部から突出し、第１シリン
ダ１１の軸方向に移動するピストンロッド２１（ロッド）と、ピストンロッド２１の移動
によって減衰力を発生させるボトムバルブ部２６０（減衰力発生部）と、を備える。そし
て、ボトムバルブ部２６０は、ピストンロッド２１の移動に伴ってオイルが流れる伸側ボ
トム油路６１２（流路）が形成されるバルブボディ２３０（流路形成部）と、バルブボデ
ィ２３０の伸側ボトム油路６１２を開閉するベースバルブ５２（開閉部材）と、ベースバ
ルブ５２のバルブボディ２３０と対向する側とは逆側に設けられる環状のリングバルブ５
３（環状部材）と、放射状に延びてリングバルブ５３の半径方向の位置を定める位置決部
５４２（位置決部）を有するプリロードスプリング５４（突出部材）とを備える。
【００７２】
　以上のように構成される第２実施形態の油圧緩衝装置１においても、ピストン部（不図
示）の移動に伴って、ボトムバルブ部２６０において、第１油室Ｙ１とリザーバ室Ｒとの
間のオイルが流通する。そして、第２実施形態においても、プリロードスプリング５４は
、押付部５４１により、ベースバルブ５２に向けてリングバルブ５３を押し付ける。特に
、プリロードスプリング５４は、ベースバルブ５２がオイルの流路を閉じようとする際に
、リングバルブ５３を介して力を付与し、ベースバルブ５２が直ぐに閉じるように作用す
る。また、プリロードスプリング５４は、位置決部５４２によって、リングバルブ５３の
半径方向における位置を定める。
【００７３】
＜第３実施形態＞
　図１１は、第３実施形態の油圧緩衝装置１の全体図である。
　続いて、第３実施形態の油圧緩衝装置１について説明する。なお、第３実施形態におい
て、第１実施形態と同様の構成については、同一の符号を付してその詳細な説明を省略す
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る。
【００７４】
　まず、第３実施形態の油圧緩衝装置１の概略を説明する。
　図１１に示すように、第３実施形態の油圧緩衝装置１（圧力緩衝装置）は、オイル（流
体）を収容する第１シリンダ１１（シリンダ）と、一方側の端部が第１シリンダ１１内に
収容され、他方側の端部が第１シリンダ１１の開口部から突出し、第１シリンダ１１の軸
方向に移動するピストンロッド２１（ロッド）と、ピストンロッド２１の移動によって減
衰力を発生させるボトムバルブ部３６０（減衰力発生部）と、を備える。また、ボトムバ
ルブ部３６０は、ピストンロッド２１の移動に伴ってオイルが流れる伸側ボトム油路６１
２（流路）が形成されるバルブボディ３３０（流路形成部）と、バルブボディ３３０の伸
側ボトム油路６１２を開閉するベースバルブ３５２（開閉部材）と、ベースバルブ３５２
のバルブボディ３３０と対向する側とは逆側に設けられる環状のリングバルブ５３（環状
部材）と、放射状に延びてリングバルブ５３の半径方向の位置を定める位置決部５４２（
位置決部）を有するプリロードスプリング５４（突出部材）とを備える。
【００７５】
　図１１に示すように、第３実施形態の油圧緩衝装置１は、第１実施形態のピストン部１
００に代えてピストン部９１を有し、第１実施形態のボトムバルブ部６０に代えてボトム
バルブ部３６０を有している。また、第３実施形態の油圧緩衝装置１は、ピストン部９１
の軸方向における移動に伴って減衰力を発生させるソレノイドバルブ部９３を有している
。
【００７６】
　さらに、第３実施形態の第１シリンダ１１は、ロッドガイド１４に形成された溝と共に
、他方側にシリンダ開口部１１Ｈを形成する。第２シリンダ１２は、薄肉円筒状の部材で
ある。そして、第２シリンダ１２は、第１シリンダ１１の外側であって、第１シリンダ１
１との間に、第１油室Ｙ１と第２油室Ｙ２との間におけるオイルの経路となる連絡路Ｌを
形成する。第３シリンダ１７は、第１シリンダ１１の外側であって、第２シリンダ１２と
の間に、オイルを溜めるリザーバ室Ｒを形成する。
【００７７】
　ピストン部９１は、ピストンロッド２１の一方側の端部に取り付けられる。そして、ピ
ストン部９１は、ピストンロッド２１の一方側および他方側の移動に伴って、第１油室Ｙ
１と第２油室Ｙ２との間、第１油室Ｙ１とリザーバ室Ｒとの間におけるオイルの流れを生
じさせる。
　ボトムバルブ部３６０は、第１実施形態のピストン部１００と基本構成が同じである。
そして、ボトムバルブ部３６０は、第１シリンダ１１および第２シリンダ１２の一方側の
端部に設けられる。
　なお、ボトムバルブ部３６０において、ベースバルブ３５２は、油孔のない円盤状に形
成されている。
【００７８】
　ソレノイドバルブ部９３は、ピストン部９１の移動に伴い、連絡路Ｌを介して流入して
きたオイルの流れを絞って減衰力を発生させる。その後、ソレノイドバルブ部９３は、オ
イルをリザーバ室Ｒに排出する。なお、ソレノイドバルブ部９３においては、不図示のソ
レノイド機構を用いて、オイルの流れの絞り量を変更し、発生させる減衰力を変えること
ができる。
【００７９】
　以上のように構成される第３実施形態の油圧緩衝装置１においては、ピストン部９１の
移動に伴って、ボトムバルブ部３６０において、第１油室Ｙ１とリザーバ室Ｒとの間のオ
イルが流通する。そして、第３実施形態においても、プリロードスプリング５４は、押付
部５４１により、ベースバルブ３５２に向けてリングバルブ５３を押し付ける。特に、プ
リロードスプリング５４は、ベースバルブ３５２がオイルの流路を閉じようとする際に、
リングバルブ５３を介して力を付与し、ベースバルブ３５２が直ぐに閉じるように作用す
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半径方向における位置を定める。
【００８０】
　なお、上述した第１実施形態（変形例１～変形例３）および第２実施形態の油圧緩衝装
置１は所謂二重管構造であるが、これらに限定するものではない。例えば第１実施形態（
変形例１～変形例３）および第２実施形態の油圧緩衝装置１を三重管構造としても良い。
　さらに、第１実施形態（変形例１～変形例３）のボトムバルブ部６０や第３実施形態の
ピストン部９１についても、上記の実施形態で示した構造に限らず、減衰機構としての機
能を満たすのであれば、他の形状・構成でも良い。
　また、変形例１～変形例３の構造を、第２実施形態のボトムバルブ部２６０や第３実施
形態のボトムバルブ部３６０に適用しても構わない。
【００８１】
　なお、例えば第１実施形態のプリロードスプリング５４は、リングバルブ５３の内周に
接触する位置決部５４２によって、リングバルブ５３の半径方向の位置を定めているが、
これに限定されない。例えば、プリロードスプリング５４は、リングバルブ５３の外周に
接触して、リングバルブ５３の半径方向の位置を定めても構わない。この点は、他の変形
例や実施形態においても同様である。
　さらに、第１実施形態（変形例１～変形例３）、第２実施形態および第３実施形態にお
いて、伸側スリットバルブ４１や圧側スリットバルブ５１は、必須の構成ではない。
　また、例えば第１実施形態～第３実施形態のプリロードスプリング５４の押付部５４１
および位置決部５４２、変形例１のプリロードスプリング７４の押付部７４１および位置
決部７４２、変形例２の第２プリロードスプリング８１の押付部８１１および位置決リン
グ８２の位置決部８２１、変形例３の第３プリロードスプリング８４の押付位置決部８４
１に関して、各部の形状、本数、隣り合う間隔は、上記の内容に限らず、他のものでも構
わない。
【符号の説明】
【００８２】
１…油圧緩衝装置（圧力緩衝装置の一例）、１１…第１シリンダ（シリンダの一例）、２
１…ピストンロッド（ロッドの一例）、３０…ピストンボディ（流路形成部の一例）、５
２…ベースバルブ（開閉部材の一例）、５３…リングバルブ（環状部材の一例）、５４…
プリロードスプリング（突出部材、弾性部材の一例）、１００…ピストン部（減衰力発生
部の一例）、５４０…環状部（環状部の一例）、５４１…押付部（押付部、第１突出部の
一例）、５４２…位置決部（位置決部、第２突出部の一例）
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